
１．施設の名称

２．選定要領の位置づけ

３　審査方法

４　候補者の選定方法

　指定管理者候補者の選定は、総合点数方式により決定する。

　具体的な選定方法は、次に示すとおりとする。

５　評価基準

５点評価項目
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山県市体育施設指定管理者候補者選定要領

評価の基準

通常のレベルに比べて優れていると考えるレベル

とくに優れていると考えるレベル

記載等がなく、評価することができない

通常のレベルに達してなく、問題と考えるレベル

通常のレベルに達していないと考えるレベル

通常はこの程度やるべきと考えるレベル（標準点）

（４）　上記（２）又は（３）に該当しない申請団体を指定管理者候補者として決定する。

　山県市体育施設

　この選定要領は、指定管理者候補者選定委員会が、上記施設の指定管理者候補者を選
定するに当たり、施設を管理・運営するのに最適な団体を選定するための方法等を示
す。

　提出された指定管理者指定申請書等の内容及び申請団体ヒアリングに基づき、募集要項に
定めた選定基準評価項目について、各委員（委員長、副委員長を含む。）が採点し、審査を行
う。

（１）　申請団体の得点は、各委員の点数の和（以下「総得点」という。）とする。

（２）　総得点が、採点に加わった委員全員が全項目を標準点と評価した場合の総得点に満たない申請
　　　団体は指定管理者候補者としない。

（３）　２人以上の委員が、１点又は０点と評価した項目が２項目以上ある申請団体は、指定管理者
　　　候補者としない。
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合計 95

５点評価項目
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評価の基準

記載等がなく、評価することができない

通常のレベルに達してなく、問題と考えるレベル

通常のレベルに達していないと考えるレベル

通常はこの程度やるべきと考えるレベル（標準点）

通常のレベルに比べて優れていると考えるレベル

とくに優れていると考えるレベル

5

事業計画書
の内容に即
し、業務を
安定的に行
う能力を有
すること。

団体の財務状況は健全であり、業務遂行能力（事務処理能力、知識、経理能力、類似施設の管理実績等）
が認められるか

5

従事者の人材育成、研修体制は効果的かつ十分であるか 5

管理体制、人員の配置計画は適正であるか 5

管理運営の内容に継続性及び持続的発展性が認められるか 5

地元市民の雇用促進はあるか 5

市内で社会福祉活動や環境保全活動等の地域貢献活動を行った実績があるか 5

施設の適切
な管理に係
る経費の縮
減が図られ
るものであ
ること。

施設の維持管理計画は適正かつ効率的であるか 5

緊急時の対応、安全管理に対する考え方は適正であるか 5

収支予算書の内容と事業計画書の内容に整合性があり適正であるか 5

施設の効用
が最大限発
揮されるも
のであるこ
と。

施設の設置目的、管理運営の基本方針並びに施設の現状及び課題を理解しており、それらを踏まえた内容
となっているか

5

施設の利用を促進させるための方策が図られているか 5

利用者のサービスを向上させるための方策が図られているか

サービスの低下を招くことなく、経費の縮減が図られているか

5

地域、関係機関、行政等との連携及び地域との協働に関する取組みが図られているか 5

市の振興や活性化に寄与する事業計画書か

市民の公平
な利用を確
保できるも
のであるこ
と。

施設を管理運営していこうという意欲が認められるか 5

利用者等の要望・意見等を把握し、適切に対応するための方策が図られているか 5

個人情報保護の体制と情報公開についての考え方は適正であるか 5

バリアフリーに対する方策が図られ、子ども、高齢者、障がい者及びはじめての利用者等への配慮は十分
か

5

5

選定基準 評　価　項　目 配点
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